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 要 旨   

 

目的：経年的な飲酒量と高血圧や 2型糖尿病との関連は先行研究が少なく、飲酒頻度と量の変

化を検討した研究はないため、飲酒量の変化と両疾患リスクとの関連を検討した。 

方法：韓国におけるNational Health Insurance Service National Sample Cohort (NHIS-

NSC)を用いた。高血圧は収縮期/拡張期血圧 140/ 90mmHg以上、または降圧剤処方歴者、2

型糖尿病は ICD-10コード：E11-E14、空腹時血糖値 126mg/dL以上、経口血糖降下剤または

インスリン処方歴者とした。2005〜8年のNHIS-NSCデータ 1,041,441人のうち、2006〜8

年に 20歳以上の非高血圧および/または非糖尿病者 96,129人を解析対象とし、2015年末まで

追跡調査を実施した。飲酒はベースラインと追跡調査時に自己記式質問票を用いて頻度と量を

評価した。焼酎 1週間あたりの飲酒頻度および 1回あたりの平均飲酒量により、「非飲酒」、

「時々の適量飲酒（5回/週かつ 4杯/回未満）」、「頻繁な適量飲酒（5回/週以上かつ 4杯/回未

満）」、「時々の大量飲酒（5回/週未満かつ 4杯/回以上）」、「頻繁な大量飲酒（5回/週かつ 4杯/

回以上）」に分類した。Cox比例ハザードモデルを用い、高血圧、2型糖尿病のハザード比

（HR）および 95％信頼区間（CI）を算出した。 

結果：高血圧は平均追跡 6.2±2.6年で 29,043人、2型糖尿病は平均追跡 6.9±1.9年で 18,784人

の発症が確認された。時々または頻繁な大量飲酒は、非飲酒と比較して、高血圧（HR：1.16, 

95％CI：1.11, 1.21, HR：1.32, 95％ CI：1.16, 1.51）および 2型糖尿病（HR：1.14 , 95％ CI：

1.09, 1.20, HR：1.36, 95％ CI：1.17, 1.58）上昇と関連していた。大量飲酒者においては、飲

酒頻度の減少も増加も、高血圧（HR：1.29, 95％ CI：1.11、1.49, HR：1.30、95％ CI：1.13、

1.49）および 2型糖尿病（HR：1.26, 95％ CI：1.06、1.49, HR：1.56, 95％ CI：1.34、1.81）

と関連があった。 

結論：大量飲酒を繰り返すことは、週当たりの飲酒頻度を減らしても、高血圧および 2型糖尿

病のリスク上昇と関連することが示唆された。 
 


